
 西東京市国土強靱化地域計画（令和７年修正）【概要】  

修正の基本的事項 

■ 修正の趣旨 

国土強靭化基本計画（令和５年７月閣議決定）や、都の被害想定の見直

しに伴う西東京市地域防災計画（令和６年修正）に合わせ、令和５年度策

定の第３次総合計画との整合を図りつつ、西東京市国土強靭化地域計画

を修正する。 

 

■策定の流れ 

本計画の策定の流れと計画の体系の関係は下図のとおりである。 

目標の設定においては、国の基本計画に基づき基本目標と事前に備え

るべき目標を定め、本編 第２章で整理している。 

目標の妨げとなるリスクシナリオの設定、リスクシナリオに対応する

施策の抽出、施策の現状を踏まえた脆弱性の評価、強靭化のための推進

方針の検討については、本編 第３章で整理している。 

 

主な修正点 

■ 脆弱性評価における見直し 

【国土強靭化基本法の改定】 

国の基本計画の見直しにあたり、脆弱性評価の実施に必要なリスクシ

ナリオ等の再整理が以下の４つの視点から検討がされた。 

①近年の自然災害教訓や社会情勢変化等を踏まえた、新たな観点等の追

加検討 

②対象となる個々の自然災害の明確化 

③対象となる各ライフラインの重要度・関連性を踏まえた最悪の事態の

再整理 

④脆弱性を考える上で一体・一連のものとして扱うほうが望ましい最 

悪の事態の統合 

その結果、新計画では、６つの「事前に備えるべき目標」と 35 の「起

きてはならない最悪の事態（リスクシナリオ）」にそれぞれ見直され

た。 

 

【西東京市国土強靭化地域計画の修正】 

 上記の基本計画の見直しに合わせ、西東京市国土強靭化地域計画で

は、６の事前に備えるべき目標と当市に関わりの薄いシナリオ（津波、

空港・港湾関係等）を除いた 30 の起きてはならない最悪の事態（リ

スクシナリオ）に再設定する。 

※「事前に備えるべき目標」、「起きてはならない最悪の事態（リスク

シナリオ）」の再設定の詳細は２ページ目を参照 

 

■ 計画の位置づけ 

 

■ 構成の見直し 

現行計画の①本編②別紙③別表の３部構成から、本編の章の整理と

別紙を統廃合することにより、①本編②別表の 2 部構成に見直した。 

また、現行計画では、脆弱性評価結果概要【本編 第３章】、脆弱性評

価結果（詳細）【別紙１】、推進方針【本編 第４章】と多岐ページに渡っ

て記載があり、今回の修正では、事前に備えるべき目標とリスクシナリ

オごとに整理し、本編と別紙に記載されていた内容を本編 第３章第４

節に統合した。 

 

本編 第３章 第４節：イメージ図 
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 「事前に備えるべき目標」、「起きてはならない最悪の事態（リスクシナリオ）」の再設定  

 

旧 国土強靭化基本計画 新 国土強靭化基本計画 

８つの「事前に備えるべき目標」と 45 の「起きてはならない最悪の事態（リスクシナリオ）」 ６つの「事前に備えるべき目標」と 35 の「起きてはならない最悪の事態（リスクシナリオ）」 

西東京市国土強靭化地域計画（修正前） 西東京市国土強靭化地域計画（修正後） 

８つの「事前に備えるべき目標」と当市に関わりの薄いシナリオ（津波、空港・港湾関係等）を除い

た 39 の「起きてはならない最悪の事態（リスクシナリオ）」に設定 

６つの「事前に備えるべき目標」と当市に関わりの薄いシナリオ（津波、空港・港湾関係等）を除い

た 30 の「起きてはならない最悪の事態（リスクシナリオ）」に再設定 

  

 

※旧計画の７は新計画の

１～６全てに関連 

 


